






























年齢 男性 女性 合計
２０代 ０名 １名 １名
３０代 ２名 ３名 ５名
４０代 ２名 ２名 ４名
５０代 ０名 ２名 ２名







Ｎ５合格 Ｎ４合格 Ｎ３合格 Ｎ２合格 Ｎ１合格 なし 計




















































































































４ ３ ２ １ 平均値











４ ３ ２ １ 平均値
日本や日本人、日本文化についての知識
や理解を深めることができましたか
１１名 １名 ０名 ０名 ３．９２
これについては、「過去２回の訪日は慌ただしかったが、今回の研修の長さのおかげで、私
たちは深く日本人と日本文化に親しむことができた」や「研修中のさまざまな活動のときに、
授業で習った日本語を使って、日本と日本の人たちのことをもっと学ぶことができた」といっ
国際交流基金日本語教育紀要 第１３号（２０１７年）
－１４６－
たコメントが寄せられた。
こうしたことから、日本語運用力を向上させることと、日本や日本人についての知識を深め
ることという本研修の２つの目標が達成できたと研修参加者に受け止められたことがわかる。
３．２ 研修担当者としての評価
研修終了時の「テスト」では「りかい」「かつどう」とも概ね目標を達成する結果（４）が得ら
れた。「パフォーマンス発表会」では、「にほんごランド」で学んだことを取り入れながら、
参加者が協力し合って内容を考え、直前まで練習を続け本番に臨んだ。特に、演目の一つ、谷
川俊太郎の詩の朗読について観客から「感動した」などの感想をもらった。また、上述の研修
参加者からの評価を見ても、本研修で目指そうとした目標は概ね達成することができたのでは
ないだろうか。
ただし、JFMの研修ではこれまで『まるごと』の「かつどう」でしか学んでこなかったた
め、２か月の研修を経て、「かつどうは好きですが、りかいは難しいです」と口にする研修参
加者が多く、文法への苦手意識が強まってしまった感が否めない。次回以降の CP研修では、
未習部分の「りかい」の取り扱いを含め『まるごと』の進め方を再検討する必要があるだろう。
研修参加者の日本語運用力が訪日前と比べ総じて向上したことは、終了時の「テスト」の結
果で得られた客観的な評価からも、ふり返りの時間や研修終了時アンケートからうかがい知る
ことができた参加者の自覚からも疑いないところである。その一方で、「テスト（りかい）」で
よい結果が得られたのは、研修期間中の参加者の様子を見て、テスト実施にあたって、試験監
督が設問文や選択枝を読み上げるなどして、仮名を読む負担を軽くするように配慮した結果で
もある。その点では、仮名の読み書きについては、２か月を費やしてもなお十分に高めきれな
かった部分であり、今後の課題である。
４．まとめ
前述のとおり、時間割上は本研修に教授法の授業がなかった。研修期間を通じて、中間時に
本研修で学んでいることとフィリピンでの授業を結びつけるふり返りの時間を設けたことと、
ポートフォリオに「教え方・学び方メモ」を入れたことを除けば、特に教授法的意義を前面に
出して強調したわけではなかった。
にもかかわらず、終了時アンケートに「帰国したら、普段使っている教科書に「にほんごラ
ンド」の内容を統合して授業をしたい」「「にほんごランド」の授業でやって楽しかった活動を
早く紹介したいからフィリピンに帰るのが楽しみ」といった声がいくつもあった。研修を受け
ながら、常に彼らは日本語教師の目を持って参加していたのであろう。
今後とも、JFMと当センターとで緊密に情報交換し連携し合いながら、現地における研修
フィリピンカウンターパート教師研修での試み
－１４７－
と CP研修とでいかに関連性・継続性を持たせていくかなど、CPに対するより有効な支援の
あり方を模索していきたい。
〔注〕
（１）JFMでは、２００９年から現職高校教師を対象に教師研修を開始した。当初は日本文化・日本事情を教える
ためであったが、翌年からは高校生用に制作した教材を教えられるよう日本語研修も加えた（大舩他
２０１２：１５９）。
（２）本研修に先だって、JFMでは本研修参加者を対象に延べ約４０時間の事前研修を実施した。事前研修では、
本研修での使用教材に合わせて、『まるごと』初級１「かつどう」の内容を復習した。
（３）『まるごと 日本のことばと文化』は JF日本語教育スタンダードに準拠した日本語コースブックで、「初
級２ Ａ２」は「かつどう」と「りかい」という２つの冊子からなる。「かつどう」はコミュニケーシ
ョンの力を伸ばすことを目的に、「りかい」は、文字、語彙、文法、文型の理解を目的に作られている。
「かつどう」の時間では参加者のコミュニケーション能力を高めることを、「りかい」の時間では日本
語に関する知識を増やし整理することを目指した。
（４）本研修で扱った課の内容に基づいて『まるごと』の「りかい」と「かつどう」のテストを実施した。「り
かい」はディクテーション、聴解、文法、読解、漢字の読みの問題構成（１００点満点）で、最高９８点、
最低７２点、平均点８７．８点だった。「かつどう」は、単文の朗読、インタビュー、ロールプレイから成り、
評価者１名が３段階評価（最低１、最高３）を行った。平均値は２．４６だった。
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